


























































































































































































































































































































































1)埠題

《看板が氾濫しており 、 町並みがと

ても混乱している． 》

2)伝統的な雹板

「屋内用には 、 街立式の置看板 、

竺に掛ける掛君板 ． 装飾的な飾雹板

があった． 屋外用には、 軒看板｀ 立

雹板 ． 星根雹板があった． このうち

立看板には移動可自いな小型と定設の

ものとがあった． 夜間営業の店では ．

行灯雹板や提灯雹板を用いた． 辺女

屋 ・ 待合茶屋 ・ 旅逗屋などは1月提n 、

鰻屋などは軒行灯 ． 芝居茶歴なピは

提灯を用いた． ほかに ｀ 米屋 ・ 魚屋 ・

駿結床 ・ 茶阻• 甘酒涅などは障子雹

板｀ 餅歴 ・ 寿司屋 • 砂糖歴などは旗
看板． のぽり看板が多かった．

デザイン上では｀ 笠屋 ・ 麻お屋 ・

碩竪· 数珠歴 ・ 竃屋などが実物雹板 、

茶屋 · 酢屋 ・ 味噌屋 • 四油屋などは

容器雹板｀ 足袋屋 ・ 蜆燭屋 ・ 矢立屋・

袋物歴 · 姪管屋 ・ 帳iiii屋などは横型

看板であった． さらに湯屋の弓矢 、

まんじゅう屋の荒馬といった琵呂合

わせ看板もあった； 」（岡秀行「看

板のかたちと文字」よリ）

3) 一 香街における看板の現状
一 時はてんぶらタイアの看板が全

盛となった． しかし最近は工夫をこ

らしたものがあらわれてきている．

しかしまだまだ不十分である． とく

に気品とユ ー モアがこれからの課題

であろう．

4)既f主計画

コミュニティマ — 卜調査で具体的

な提案がなされている． ここではこ
れを再績成して「結捻の1爾足」とし

てあとにまとめる．

『統一改装基準』 1986/J

5)結溢

《建物本体を重視し｀ 看板は極力小
さいものとする。 伝統を躇まえ、 業

穫にふさわしい種類とデザインを工

大する． 》

6)結亡の樋足．

統 一看板という考え型はとらない．

一定の原則の下 、 各店による創意工

夫が競いあうようにする． 以下 ｀ 埴

足的にやや詳細に及ぷ原則を褐げる．

a. 2階の軒より上 亀 または3階の

壁面より上には看板をつけない．

b. 看板の材料はできるかきり天然

素材とする．

C• 素材を生かして無着色または茶

系を基調とし ． 原色は局部的に

用いる．

d. 雹板の数は1建物につき2種類 ｀

3個以内を原則とする． 屋号 ・ 店

名を示す屋根雹板（伝統建物の場

合）または史面雹板（近代達菜の

場合）と 、 その商店の商品やイメ
ー ジを表現する軒下看板または袖

看板の2種の組み合わせが原則で
あろう．

e. 雹板の大きさ等は 、 種類ごとに

次のような原則にのっとるのが

よい．

（屋根雹板）

• 主に伝統的建物で用いる ． 屋号・

店名を示す看板．

. 1階庇先より建物側. 2階軒先よ

リFに設置する．

・ 道路と平行に設け 、 垂直 、 ななめ

方向の面は設けない．

・建物ひとつにつき 一 個とする．

（軒下看板． 袖雹板）

• 主にその問店の商品やイメ ー ジを

表現する看板である．

・ デザインは ． ユ ー モアとエスアリ

をきかせ 、 実物看板または横型雹

板を原則とする．
• 位置は2階軒下が原則． なお． 軒

の出がない建物にあっては ． 伝統

的建物の2階毘根緯の道路側への

延長線より下．

（竺面呑板）

• 主に近代達築で屋根看板に代わっ

て用いる看板である．

・ 建物のファサ ー ドを重視したもの

であること．

・ ファサ ー ド全体とのバランスを考

え 、 大きすきないこと．

f. 庇の下ではのれんを活用する．
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町並み委員会・名簿

相談役

川越市助役

川越商工会議所専務理事

委員長

川越市都市計画審議会会長

副委員長

東洋大学助教授

早稲田大学教授

千葉大学助教授

商店街連合会会長

蔵の会会長
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（昭和 6 3 年 4 月 1 4 日現在）



町並み委員会・名簿

会長（相談役）
前町並み委員会委員長

委員長
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東海大学教授
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《写真出典》

68項目のタイトルにあった写真について次の方々の御協力を得ました。

川越市役所 秘呑広報課
都市計画課

町 田 忠 男氏

また、以下の項目の写真については、下記の著作から転載させていただきました。

感謝いたします。

5 : 『写真集 川越』岡村一郎編 国書刊行会

1 7 : 『ショッピング・モール計画』池沢寛著 商店建築社

1 8 : 『モール ・ 広場とデザインエレメント』
D. ベーミングハウス著 岡並木監訳 地域科学研究会

25: 『ショッピング・モール計画』池沢寛著 商店建築社

34: 『都市空問の計画技法』彰国社

40: 『都市環境の演出』ローレンス・ハルプソン著 伊藤ていじ訳 彰国社

54: 『都市環境の演出』ローレンス・ハルブソン著 伊藤ていじ訳 彰国社

59: 『モール・広場とデザインエレメント』
D. ベーミングハウス著 岡並木監訊地域科学研究会
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